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1.実 験概要
1,1 実 験―般事項

本構造試験の概要について表 1、1.1に示す。

表 1.1.1 構造試験概要

構造試験の名称 仕同引張試験

構造試験の中込者

の名称及び住所

担当者

株式会社 国元商会

大阪市鶴見区今津北

古川様

3可
‐
日 4番 27 号

構造試験責任者

実験協力者

岐阜県立森林文化アカデミー 木 造建築スタジオ

岐阜県美濃市曽代 88

講 師   小 原 勝

特定非営利活動法人 WOOD A C

岐阜県美濃市2275

理 事  河 本 和 義

今西 亨

構造試験実施期間

及び実施場所

2008年 10月 29日 (水)～ 11月 13日 (木)

実験実施日 :2008年 12月 05日 (水)～06日 (木)

岐卑県立森林文化アカデミー 木 材開放試験室

岐阜県美濃市曽代 88

1,2 実 験目的

国元商会仕様の筋かい端部金物コボットを川いた接合部の引張実験を行い、構造性状を把据するこ
とが本試験の目的である。
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1,3 実 験方法

試験体を鉄骨基礎に写真 1.3.1の様に設置し、アムスラー型加力機を用いてコボットの引張耐力を
求める。

試験の方法は、(財)日 本住宅 ・木材技術センターが定める 「木造軸組工法住宅の許容応力度設計」
中の 「2章  木 造軸組工法住宅の各部要素の試験方法と評価方法」に準拠する。
(1)試 験体は写真 1.3.1～2の 様に設置する。

(2)荷 重載荷の繰り返しは、予備試験から求めた降伏変位 δyの 固定数列方式とし、δyの 1/2、1、
2、4、6、8、12、16倍の順で 1階繰り返しを行う。

写真 1,3.1 実験供試体の設置状況
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1.4 加 力 ・計測システム

アムスラー型加力機の加力はパソコンを用い、制御ソフトにて制御した。計測荷重及び計測変位を
ケーブルを介してパソコンに取り込み、スイッチボックス (sHw_50D (株 )束 京測器製)を 中継
し、高速自動デジタルひずみ測定器 (THSl100 (株 )東 京測器製)で 計測 した。計測ソフト
(TDSttHS-7120 (株 )東 京測器製)に て、各部のデータを計測した。
また、供試体の随所に設置した変位計で各部の変位を計測し、CP―IBケ ーブルを介してパソコンに取
り込んだ。

1.5 計 測方法

本実験で使用した計測センサーは、高感度変位計、巻込型変位計である。以下に計測方法を示す。

195.1 高 感度変位計 (CDP型変位計  (株 )東 京測器製)

図 151に 示すように、厚さ 3[mm]の アクリル板で制作した変位計受けに、高感度変位計のピスト
ンをあて、変位計の本体の設置には専用のホルダやマグネットスタンドを用いて、A点 一 B点 間の
距離を計測する。計測値の正の値はビストンが伸びる向きである。各部の絶対変位及び相対変位の計
測にサi jいた。

変位計受け
アクリル板 Orガラス板

且  CDP型 高感度変位計

入出カケーブル

啓夢竺σ長
ジ式変換器

CDP-25型  容 量
CDP-50型  容 量

予)'板 Orガ ラス板  研
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図 151 高 感度変位計設置の方法と計測概要



2.供 試体概要
2.1 供 試体仕様

本報告書内での供試体の名称及び供試体概要について表 2.1.1にまとめる。また、使用金物につい
て写真 2.1.1に示す。(詳細については、添付資料 (供試体図)を参照のこと。)
供試体記号の意味は以下のように定義した。

供試体記号の意味

コボット補強版-00

l      index:00～
06

金物の種類

表 2.1.1 本報 で の の定義

本報告書内

供試体記号

依頼社

供試体記号

概要 試験実施日

コボット補強板
00～ 06

左記に同じ

柱 :105× 105

(ドライサポート外山木材)
上台 :105× 105(E70)

(ドライサポート外山木材)
使用金物 :コボット+補強板
柱側 :ビス 15本

土台側 :ビス4本
M12ラボルト

平成 20年 11月 05日 (水)

平成 20年 11月 06日 (木)

写真 2.1.1 コボット補強板
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3 破 壊概要
3,1 実 験供試体コボット補強板-00

実験供試体コボット補強板-00の 破壊概要を写真 3.1.1～写真 3.1.4に示す。

写真 3.1.2 試験体全景 (最終時)

写真 3.1.3 試験体破壊部 (最終時) 写真 3.1.4 試験体破壊部 (解体時)

3.2 実 験供試体コボット補強板-01

実験供試体コボット補強板-01の 破壊概要を写真3.2.1～写真3.2.4に示す。

写真 3.2.2 試験体全景 (最終時)

一
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写真 3.1.1 試験体全景

写真 3.2.1 試験体全景

写真 3.2.3 試験体破壊部 (最終時)
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写真 3.2.4 試験体破壊部 (解体時)
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3.3 実 験供試体コボット補強板-02

実験供試体コボット補強板-02の 破壊概要を写真3.3.1～写真 3.3.4に示す。

写真 3.3.1 試験体全景 写真 3.3.2 試験体全景 (最終時)

写真3.3.4 試験体破壊部(最終時)

3.4 実 験供試体コボット補強板-03

写真 3.3.4 試験体破壊部 (解体時)

実験供試体コボット補強板-03の 破壊概要を写真 3.4.1～写真 3.4.4に示す。

写真 3.4.2 試験体全景 (最終時)写真 3.4.1 試験体全景

写真 3.4.3 試験体破壊部 (最終時)
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写真 3.4.4 試験体破壊部 (解体時)



3.5 実 験供試体コボット補強板-04

実験供試体コボット補強板-04の 破壊概要を写真 3.5.1～写真 3.5,4に示す。

写真 3.5.2 試験体全景 (最終時)

写真 3.5,3 試験体破壊部 (最終時)

3日 6 実 験供試体コボット補強板-05

写真 3.5.4 試験体破壊部 (解体時)

実験供試体コボット補強板の破壊概要を写真3.6.1～写真3.6.4に示す。

写真 3.6.2 試験体全景 (最終時)

写真 3.5.1 試験体全景

写真 3.6.1 試験体全景

写真 3.6.3 試験体破壊部 (最終時)

L_

-7-

写真3.6.4 試験体破壊部 (解体時)



3,7 実 験供試体コボット補強板-06

実験供試体コボット補強板-06の 破壊概要を写真3.7.1～写真3.7.4に示す。

写真 3.7.2 試験体全景 (最終時)

写真 3.7.3 試験体破壊部 (最終時) 写真 3.7.4 試験体破壊部 (解体時)

写真 3,7.1 試験体全景



4.実 験結果
4,1 算 定方法

接合部の短期基準接合耐力は、実験曲線に基づき、最大耐力、靭性、の観点から評価を行い決定す
る。

4.1.1 接 合部の短期基準接合耐力基準値
接合部の短期基準接合耐力 Ptは以 Fの①～②で求めた値の最小値に実験結果のばらつきを考慮し
たばらつき係数を乗して求める。ばらつき係数は信頼性水準 75%における 95%下限値による係数と
する。

①降伏耐力
実験曲線により求めた降伏耐力(Ppの値。降伏耐力の求め方は完全弾塑性モデルによる方法で
あり、51.2章 「完全弾塑性モデルの作成Jに よる。
実験から得られた包絡線は、終局加力を行った側の荷重一変位曲線より求めたものとする。

②最大耐力
最大荷重を安全率で除した荷重で示す。安全率は通常 15に とる。従って、Pm a x / 1 5若しくは 2/ 3
・Pmaxで rチぇられる。

③仕回の接合部倍率の決定方法
仕Lヨの接合部倍率nは 11述の仕口の短期基準接合耐力から、次式により算出する。

n = P t  i k N 1 / 5 3

④ばらつき係数
ばらつき係数は以下による。
ばらつき係数=1 - (標 準偏差/ r`均値)× 定数 K

-9-



4,1.2 完 全弾塑性モデルの作成
実験で得られた荷重一変形関係から求めた包絡線から、以 ドの手順により完全弾塑性モデルを作成
する。

δy  δ v

図411 完 全弾塑性モデルの作成方法

a)包 絡線 11の0 1Pmaxと0 4Pmaxを結ぶ直線を第 I直線とする。
b)包 絡線 Lの 0 4Pmaxと0 9Pmaxを結ぶ直線を第Ⅱ直線とする。
c)第 正直線を包絡線に接するまで平行移動し、これを第Ill直線とする。
d)第 I直線と第Ⅲ直線との交点の荷重を降伏耐力 Pyと し、この点からX軸 に平行な直線を第
Ⅳ直線とする。
c)第 Ⅳ直線と包絡線との交点の変位を降伏変位δyとする。
f)原 点と(δy,Ppを 結ぶ直線を第V直 線として、これを初期岡Jtt Kとする。
g)最 大荷重後の0 8Pmax荷重低下域の包絡線上の変位を終局変位δuとする。
h)包 絡線、X軸 及びδuで囲まれる面積をSとする。
1)第 V直 線、X軸 、δu及び X軸 と平行な直線で囲まれる台形の面積が Sと 等しくなるよう
な X軸 に平行な直線を第Ⅵ直線とする。

j)第 V直 線と第Ⅵ直線との交点を完全弾塑性モデルの終局耐力 Puと し、その時の変位を完全
弾塑性モデルの降伏点変位δvとする。
K)塑 性率(靭性率)μ=tδ u/δ Oと する。
1)構 造特性係数 Dsは塑性をμを用い、Ds=1/√ 修Iを~1)と する。
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4.2 短 期基準接合耐力と接合部倍率
短期基準接合耐力及び接合部倍率は、前項の計算方法により評価した。表53.1にその一覧を示す。
①包絡線は荷重一変形関係より、履歴の最大荷重を結んで作成する。
②上記の包絡線より完全弾理性モデルによる降伏耐力、降伏変形角、終局耐力、終局変形角を求め
る。

各実験供試体の包絡線については、図 421～ 図 427に 示す。

521 の と短期 お
′ 、

供試体名 供試体概要
アンカーボルト

固定位置

(柱芯距離)

番号
2/3Pmax
kN
2/3 δ Pmax Ｐｙ

ｋＮ

δ y
各N値

各破壊
モード

コ
ボ

ッ
ト
　
補
強
板

柱材モ105×105(スギKD)
土台材:105×105(スギKD)

土台アンカーボルト:M16

座金 ;80X80× 9

コボット無側
コボット有側

3122 2403 454 DM12ボ
ルトの破断

D上台ビスのぬけ

コボット無側
コボット有側

2945 2582 488 DM12ボ
ルトの破断

D上台ビスのぬけ

ョボット無側
ヨボット有側

3246 D M 1 2ボ ルトの破断

D土 台ビスのぬけ

ョボット無側
ヨボット有側

3054 2373 603 DM12ボルトの破断
D上台ビスのぬけ

コボット無側
ヨボット有側

2789 929 ,M12ボルトの破断
D土台ビスのぬけ

コボット無側
コボット有側

31 83 1029 2340 442
BM12ボルトの破断
D上台ビスのぬけ

コボット無側
コボット有側

3144 12 13 2441 DM12ボルトの破断
D上合ビスのぬけ

番号
2/3 Pmax
kN

Ｐｙ

ｋＮ

Ｐｔ

ｋＮ
NI直

Ave K 標準偏差 変動係数
ばらつき
係数

Ｐｔ

ｋＮ
Ave 標準偏養 変動係蜘

ばらつき
係数

Ｐｔ

ｋＮ

※予備試験

01

02

03

04

05

06

30602 2336 1694 0055 0871 26644 24663 2440 0099 0769 18963 18963 3.583
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― 確 韓 上がり平卵 市重

桂―土台デ専言上が日平均女也 nm

図 421  実 験供試体コボット補強板-00の 完全弾塑性モデルと包絡線

19                    20                    的                    40                    50

1主―土告)手言均)J平 均変位mm

図 422 実 験供試体コボット補強板-019D完 全弾塑性モデルと包絡線
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ョボット,8強板 02

性―土台】手香上かり平均変位mm

図 423 実 験供試体コボット補強板-02の 完全弾塑性モデルと包絡線

10                      20                      30                      40                      50

1=―土台浮き上おり手均郵主mm

図 4.24 実験供試体コボット補強板-03の 完全弾塑性モデルと包絡線

一 体一生奇 馳 別 強 価 ―荷氏

す手き上がり平均変位 ―荷重

x=30540にN
(3=124衛 mm
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20

1=―土台,手き上が日平均変位 mm

図 42.5 実験供試体コボット補強板-04の 完全弾塑性モデルと包絡線
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図 426 実 験供試体補強板-05の 完全弾塑性モデルと包絡線
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図 427 実 験供試体補強板-06の 完全弾理性モデルと包絡線
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5.ま とめ

5,1 破 壊概要について

各実験供試体ともに、土台ビスの引き抜け、ボルトの破断、金物の変形等が破壊概要として確認で
きた。

5.2短 期基準接合耐力と接合部倍率について

実験供試体コボット補強板-00～ 06の ばらつきを考慮した短期基準接合耐力は 18 96kNであ
り、接合部倍率は 358倍 であった。接合部倍率算定時の決定囚子は降伏耐力Pyで あつた。又、降伏
耐力Pyの 平均値は24 66kNであり、標準偏たは2440で あり、ばらつき係数 (信頼性水準 75%に おけ
る95%下 限値)は 0769で あった。
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添付資料 (供試体図)
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